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 特定⾮営利活動法⼈九州⼤学こころとそだちの相談室（こだち）の記念す
べき15周年という節⽬に講演の機会を与えていただいたことに⼼より感謝申
し上げます。当⽇はWEB講演という形での不安もありましたが、当⽇は全国
の様々な地域からご参加いただけたということで、少しはお役に⽴てたかな
という思いでほっとしています。
 COVID19の影響による様々な⾏動制限もまる2年になろうとしています。発
達障害情報⽀援センター（2021）の「新型コロナウィルス感染症拡⼤に伴う
発達障害児者および家族の影響」によりますと、新型コロナによる様々な⽣
活様式の変化によって、⾃分の⽣活リズムが崩されたり、マスク着⽤や対⼈
距離の変化などに代表される新たな⽣活様式の順応に苦労したりといった声
が寄せられていました。しかし⼀⽅では、対⼈的な接触機会が減ったり、コ
ミュニケーションがオンライン化したりすることで、逆にストレスが軽減さ
れたという声もありました。
 世界中の⼼理臨床の機関もオンラインという⼿段を使って様々な試みが始
まりましたが、私たち⼼理臨床家もオンラインのよさとその難しさに直⾯さ
せられました。私⾃⾝も従来⼤学で実施していた発達障害のある⼦どもを対
象としたペアレントトレーニングを、昨年は急遽ネットを使って実施しまし
た。⾃宅から参加できる⼿軽さから参加希望も多くあり、地域的な制約がな
いことから海外にお住いの親御さんからの参加申し込みもあるなど、あらた
めて驚きを感じました。またプログラムの効果だけでなく、終了後に参加し
た親御さんたちがネットでの⾃主的な会を⽴ち上げられ、こんな点にもオン
ラインの潜在能⼒を感じました。しかし⼀⽅では、接続速度や機器性能の問
題、操作スキルの習熟という⼀般的な問題に加えて、参加型のグループ演習
では⾃宅からの参加のために⼦どもが覗きにきたりして話しにくい、会話参
加のタイミングが難しい、雑談がしにくい、ロールプレイが制限される、な
どの課題もありました。
 今後、私たちはこのような技術⾰新の中で、⼼理臨床サービスの多様な選
択肢の⼀つとしてオンラインの活⽤を受け⼊れていくでしょう。しかしネッ
トによる関係性の拡⼤は、ネットいじめのような新たな苦悩も私たちにもた
らしていることも事実です。私たちは、今あらためて、このようなコミュニ
ケーションが私たちに何をもたらすのか、またそもそもコミュニケーション
とは何か、社会参加とは何か、幸福とは何か、などを問い直す時期に来てい
るのかもしれません。

コロナ禍での
⼼理臨床の発展と期待

⿃取⼤学医学系研究科臨床⼼理学講座
井上�雅彦
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設立15周年企画
井上 雅彦 先生 特別講演会のご報告

発達障害・自閉スペクトラム症への認知行動療法

具体的な事例を交えてのご講演で、
⾏動分析の考え⽅がよくわかりまし
た。後半の質疑応答も実践に役⽴つ
エッセンスがたくさんあり、とても
参考になりました。ありがとうござ
いました。

こだわりを無くすのは勇気がいる、おこらな
くてすむ環境に注⽬する、マイナスの回避で
はなく本⼈にプラスの意味や価値を持つこ
と、など、⽇々さりげなく⾏っていることを
改めて⾔葉で聞くと、クライエントの気持ち
に寄り添うことをより意識していけると感
じ、頭にとどめておこうと思いました。

⼤⼈でも到底できそうにないことを⼦どもに
強いたり、それで評価をしたり、家庭や学校
現場ではとても余裕のない状況かと思われま
す。悲観しすぎずできることからスモールス
テップでスタートすることを⽇々教師と話し
ていますが、今⽇のお話でさらに勇気が湧き
ました。本当にありがとうございました。ご
講演にプラスして、書籍で勉強をし⼤事なエ
ッセンスを獲得しようと思います。

来談者がポジティブな⽬標を得てか
らの⽀援、というところにハッとし
ました。今⾃分が担当している来談
者さんたちの多くが、消極的な⽬標
しか持っていないことに気が付きま
した。

発達領域での仕事が多いこともあり
ますが、どの領域にいても来談者さ
んに発達特性のある⽅がおられるた
め、今回の話はこれまでの知識の振
り返りとともに、忘れていた部分を
思い出せ、今⾏き詰っているケース
についての⾃分や周囲の対応を振り
返り、対応を考える機会になったの
でとても満⾜です。

不適切な⾏動を減らすより，本⼈が
居⼼地よくなるようにしていく中
で，いつの間にか不適切な⾏動が減
っていくことに感銘を受けた。

多くの⾏動は環境との相互作⽤の中で学習さ
れていること、仮説的概念はその傾向として
参考に留め、個々の⾏動へ着⽬すること、徹
底的⾏動主義の倫理観、そして具体的にはそ
の⼦の脳タイプに合わせたコミュニケーショ
ンや清潔保持における『スモールステップ』
の設定。みんなが先⽣がご提⽰くださったよ
うな視点で考えられる世界になったら、どん
なに⽣き易くなるだろう、と、感銘を受けま
した。

各技法やアプローチについて、「な
ぜそうするのか」という根本につい
ての理解があると、「⾃閉症のとき
は、〇〇」等と画⼀的に対処するの
ではなく、その⾏動に対して適切に
アプローチできるという趣旨のお話
がありましたが、⾃分の仕事にも妥
当するところがあり、学びになりま
した。

弱化と消去だけでは⾏動を減らすこ
とは無理、消去バーストを予測す
る、など⾏動分析学の視点で、事象
を⾒たてていくことで違う⾒え⽅が
あることを知りました。

問題⾏動が、誰にとって問題なのか
の共有が、まず⼤切だと思って聞い
ていました。
本⼈にとって低リスクな部分からの
アプローチや、トークンをうまく利
⽤しての関わりが、印象に残りまし
た。

家庭での⽀援については、家庭の状
況（家族が協⼒的か、理解があるか
など）も踏まえて提案をされている
ということ。とても現実的だと思い
ます。
ついつい理想を⾔いたくなります
が、現実的に家庭でできるかどうか
は⼤事な要素だと思いました。

参加者の皆様から寄せられた
感想・印象に残ったこと
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�����2021年10⽉17⽇(⽇)、当相談室設⽴15周年記念の特別企画として、井上雅彦
先⽣（⿃取⼤学医学系研究科臨床⼼理学講座）をお招きし、オンライン特別講
演会を実施いたしました。オンラインでの開催ということで、全国から200名を
超える⽅々にご参加いただきました。

 ⾏動の多くは環境との相互作⽤の中で学習されてきたものであること、⾏動の「強化」「弱化」「消去」と
いった原理を前提とした上で、実際の⽇常⽣活における⽀援者のアセスメントをしっかりと⾏い、持続可能な
⽀援⽅法をアレンジ・提案していく…さらに、周囲の資源を活⽤しながら必ずしも⼼理療法的ではなくケース
マネジメントの視点も必要であること��など、理論の中に具体的なケースをまじえて、分かりやすく解説してい
ただきました。

��� 当⽇は短い時間ではありましたが、普段の⽣活や臨床場⾯で活かすことので
きるエッセンスをたくさんご教⽰いただきました。

 参加者の⽅々からも⼤変ご好評をいただき、皆さまそれぞれに、いろいろな視点の学びを得られたようでし
た。今後もいろいろな研修会・講演会を企画して参りますので、ぜひともご参加ください。



特別講演会のご案内

こだち設立16周年記念
特別講演会

⽇時：2022年6⽉26⽇(⽇)
   10：30〜12：00

講師：熊野�宏昭�先⽣
（早稲⽥⼤学⼈間科学学術院教授）

開催⽅法：オンライン(�Zoom�)

相談員募集のご案内

【業務内容】主に来談者へのカウンセリング

【必要資格】臨床⼼理⼠資格を有する⼈
      当法⼈の正会員であること

【勤務時間】⽉曜⽇〜⼟曜⽇の10：00〜18：00の間で
      都合のつく曜⽇・時間帯

【勤務場所】九州⼤学こころとそだちの相談室 
      福岡市早良区⻄新2-16-23��
       九州⼤学⻄新プラザ内�産学交流棟

各種研修会情報
〜随時更新中〜
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 こだちでは、相談受付の増加にともない、⼀緒に働いてくださる登録相談員
を引き続き募集しております。
� 是⾮周囲の⽅にもお声掛けいただき、ご関⼼がございましたら、まずはお気
軽にこだち事務局（jimukyoku@codachi.org）までご⼀報ください。

�����2022年度の設⽴記念特別講演会では、早稲⽥⼤
学の熊野宏昭先⽣をお招きいたします。
 申し込み⽅法などの詳細や、その他開催予定の
研修会・講演会については、随時ホームページ等
でお知らせしておりますのでご覧ください。

 皆様のご参加をお
待ちしております。

◆こだちSNS�◆

https://www.codachi.org/%E7%A0%94%E4%BF%AE%E4%BC%9A-%E8%AC%9B%E6%BC%94%E4%BC%9A/
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https://ja-jp.facebook.com/npokodachi/
https://twitter.com/NPO_codachi


ご支援のお願い
当NPO法⼈では、会員以外の⽅からも、ご寄付をお待ちしております。関⼼や興味を持たれ
た⽅は、ぜひご連絡ください。

〒814-0002
福岡市早良区⻄新2-16-23 
九州⼤学⻄新プラザ�産学交流棟

TEL�/�092-832-1345
FAX�/�092-832-1346

入会のご案内

　　地下鉄でお越しの方
 福岡市営地下鉄空港線�⻄新駅下⾞後
 7番出⼝より徒歩にて約10分

　　バスでお越しの方
 ⻄鉄バス「⻄新⼀丁⽬」または「今川橋」下⾞後
 徒歩にて約10分

交通のご案内

九州大学　こだち

こだちの心理臨床サービス

カウンセリングルーム
「こだち」 家庭学習支援事業 フリースペース

「ここりーと」

 こだちは今年で16年⽬を迎えます。地域に定着した⼼理臨床サービ
スを継続するには、収⽀の安定が求められます。NPO法⼈の会員とな
って、私たちの活動を⽀えていただけると幸いです。会員になってい
ただける⽅はぜひ、こだちまでご連絡ください。なお、会費は1年毎
の更新制です。よろしくお願いいたします。

会員(ひと⼝5,000円)：臨床⼼理⼠・公認⼼理師(予定)・医師
          ��その他対⼈援助に関わる⽅(定款参照)
学⽣会員(ひと⼝1,000円)：学部⽣・⼤学院修⼠課程
賛助会員(個⼈：ひと⼝5,000円・団体：ひと⼝10,000円)

FOR MORE INFORMATION
最新情報配信中

特定非営利活動法人　九州大学こころとそだちの相談室

　※住所等の会員情報が変更になりましたら事務局までお知らせください。
　　登録内容の変更はHPからも受け付けております。

ご家庭に⼼理学を学ぶ⼤学⽣で
ある学習⽀援員を派遣し、お⼦
さまそれぞれの特性や状況に応
じたサポートを⾏います。

学校に⾏きにくい状況にあるお
⼦さまを対象に、ゆっくりした
時間を過ごせる居場所活動を開
催しています。

ご⾃⾝のことやご家庭、お⼦様
のこと…さまざまなご相談内容
に対して臨床⼼理⼠の資格を持
つ相談員が、お話を伺います。

ペイペイドーム
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